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研究成果の概要： 

 本研究は、16世紀半ば以降のロシアの東方拡大において、最初にロシアに吸収されたタター

ル・ムスリムに注目したものである。急速に領土を拡大した帝政ロシアで、タタール人は、ロ

シア正教に改宗した者はもちろん、ムスリムにとどまった者も、ロシア政府に少なからぬ影響

を与えた。本研究においては、ロシア側が異教徒であるタタール人をどのように扱ったのかと

いうロシア側の視点とともに、18世紀には主に商人やムスリム聖職者となってロシア政府に影

響をおよぼしていたタタール人側の視点も取り入れることにより、いわば「ロシアのアジア性」

の一面を明らかにし、さらに、多民族帝国としてのロシアの成り立ちを解明した。 
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１．研究開始当初の背景 
 ソ連崩壊後、現代政治の世界でも、歴史研
究の世界でも、帝国研究が盛んである。帝政
ロシアは、ハプスブルグ帝国、オスマン帝国
とともに、近代を代表する広域帝国であり、
近年は多民族帝国としてロシアを捉えなお
す研究が次々と出されている。本研究も、そ
の流れのなかにある。 
 タタール人は、ロシア政府が支配下に入れ
た最初のムスリム集団である。同じくムスリ
ムを中心とした中央アジア諸国がソ連崩壊

後に独立したのに対し、タタール人が多く居
住するタタールスタン共和国はロシア連邦
にとどまり、独立国家とはなっていないこと
からも、宗教の違いにも関わらず、ロシアと
タタール人の結びつきは強いということが
わかる。 
 しかし、16世紀半ばにロシアが、タタール
人をはじめとする多くのムスリム諸民族を
従えて以降の、ロシアとタタール人、あるい
は、ロシアとムスリムとの関係について、行
政史料を用いた本格的な研究が始まったの
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は、歴史研究に対する政治的な束縛から旧ソ
連圏が解き放たれた 1991年以降であり、ロ
シア帝国において、政治的・文化的・経済的
に、ムスリムを代表する存在だったタタール
人が、実際にはどのような存在だったのかは、
まだ明らかにされていないといってよい。 
 本研究の研究代表者は、17世紀のタタール
人がロシア社会に同化、あるいは異化されて
いき、17世紀末～18世紀初頭にかけて、タ
タール人がロシアの上層社会から排除され、
その後、18世紀半ばにかけて、ロシア上層社
会から排除されたタタール人が、商人として
台頭していく様を 2006年度までに明らかに
している。本研究では、研究代表者のこれま
での研究をうけて、18世紀後半を対象に、タ
タール人の、ロシア政府側での、あるいは、
商人としての活動を考察対象とした。 
 
２．研究の目的 
本研究では、多民族帝国ロシアにおいて 18
世紀後半以降長らくロシア・ムスリム統治の
基礎となった支配機構の成立過程を分析す
るとともに、同時に進行したロシアの東方拡
大にも注目することによって、この二つの出
来事が、18世紀末のタタール人の台頭という
現象を媒介にして結びついたものだったこ
との実証を目指した。そのうえで、ロシアと
中央ユーラシアの両方に二重の帰属意識を
有していたタタール人が、中央ユーラシアに
おけるロシア帝国の地位の確立に果たした
役割を明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 上記の目的を果たすため、具体的には、18
世紀後半のタタール人とロシア政府との、政
治・宗教的側面における協力関係、および、
彼らの政府に対する影響力の源となった広
範な商工業活動の二点について考察した。 
どちらの点についても、主たる史料は行政
文書である。当初は、未公刊の行政文書の調
査として、サンクトペテルブルクのロシア歴
史 文 書 館 Rossiiskii gosudarstvennyi 
istoricheskii arkhivにおける調査を中心に
考えていたが、残念ながら、文書館の移設の
ために、2007-2008年のほとんどの期間、こ
の文書館が閉館となってしまい、ロシア歴史
文書館における行政文書の調査は実現でき
なかった。このため、サンクトペテルブルク
以外の都市、モスクワとオレンブルクにおい
て、未公刊の行政文書の調査を行った。 
タタール商人に関して 18世紀後半の重要
文書を所蔵しているオレンブルク地方文書
館は、5年前の火事でかなりの数の文書を喪
失したということであり、目当てにしていた
文書のうちのいくつかの実見はかなわなか
ったものの、それでも多くの重要文書を写真
撮影することができた。モスクワでは、ロシ

ア国立古文書館Rossiiskii gosudarstvennyi 
archiv drevnikh aktovで調査を行い、ロシ
ア上層部に食い込んだタタール人に関する
行政文書の調査を行った。 
未公刊の文書の調査のほか、既公刊の文書
史料も、ヘルシンキ、ペテルブルク、モスク
ワの図書館において閲覧し、重要な部分に関
してはコピーをとるか、写真撮影を行った。
特筆すべきはヘルシンキの図書館であり、噂
どおり、帝政期の重要出版物を漏れなく集め
ている感があった。ここでは、自由に書籍を
写真撮影できたために、多量の書籍をデジタ
ル映像として取得することができた。 
これらの行政文書史料の調査・収集ととも
に、訪れた各都市では、日本に所蔵されてい
ない、タタール人に関する研究文献も調査・
収集した。 
 
４．研究成果 
 研究成果の第一は、「研究の方法」の項目
で記した、タタール人関連の行政文書の収集
である。一次史料を幅広く収集したので、今
回の研究にはもちろん、今後の研究にも大い
に役立つと考えられる。 
 研究成果の第二は、18世紀半ばから後半に
かけてのタタール人の台頭を、収集した史料
をもとにして、商人としての活躍に焦点を当
てて明らかにしたことである。この点に関す
る考察により、タタール商人が、ロシア政府
の強力な支援を得て、18世紀後半以降、ロシ
ア＝中央アジア貿易の拠点となるオレンブ
ルク近郊に、タタール人による植民都市カル
ガルを建設し、その後もロシア政府との協力
関係を保ちながら、ロシア＝中央アジア貿易
を一手に握る存在に成長していった過程を
解明した。この成果に関しては、まず、2007
年 12月に北海道大学スラブ研究センターに
おけるシンポジウムにおいて、Tatarskaia 
Kargala in Russia's Eastern Policies と
題する英語の報告を行った。この報告を増補
し、論文としてまとめた原稿をすでに提出済
みであり、この論文は近々、論文集のなかの
一論文として出版される予定である。 
 また、このシンポジウムでの報告をさらに
発展させ、タタール商人の活動を、ロシアと
中央アジアとの関係だけでなく、新疆を含め
たユーラシアのテュルク民族全体のなかに
置き、その活動の広範さと重要性についてよ
り説得的に叙述したのが、2008年9月にロシ
ア連邦タタールスタン共和国首都カザンの
カザン国立大学において行ったロシア語で
の報告「タタール商人によるヴォルガ・ウラ
ル地方と中央アジアを結びつける役割：
18-19世紀」である。この報告については、
現在論文の形に改訂している最中であるが、
2010年度中には、ロシア語の論文集のなかの
一論文として出版される予定である。 



 

 

 この二つの報告により、タタール商人のロ
シア政府との密接な協力関係が明らかにさ
れ、ロシアの経済的な中央アジア進出に際し、
タタール商人が多大な貢献をしたことがわ
かった。この成果により、ロシア帝国におけ
る東方民族の代表ともいえるタタール人が、
被支配者であったばかりでなく、帝国の拡大
にも積極的に協力したことが証明され、ロシ
ア帝国論における東方民族の在り方に、新た
な見解をもたらすことができたのではない
かと考えられる。ふたつの国際学会における
報告のコメントや質疑においては、幸いにし
てこの研究に肯定的な評価が与えられた。 
 いっぽうで、ロシア政府によるムスリム支
配機構の成立過程に関する研究としては、18
世紀末にロシア政府によって設立されたム
スリム宗務局について、さまざまな研究書か
ら情報を集めたほか、オレンブルクで収集し
た行政文書からも、ムスリム宗務局のムフテ
ィやカーディーの職を務めた人物の情報を
抽出した。この結果、ムスリム宗務局の設立
時と設立後のタタール人の大きな役割の大
要をつかむことができた。 
ただし、この点に関する研究では、ムスリ
ム宗務局に関する網羅的な研究である、在オ
レンブルクの研究者 D. D. Azamatovによる
大著『18世紀末から 19世紀のムスリム宗務
局』（ウファ、1999）を大きく超える成果を
得ることができず、成果を学会での報告や論
文の形にはまだまとめることができないで
いる。 
 よって、研究の目的にかかげた、ロシアに
おけるムスリム支配機構の成立過程と、ロシ
ア東方拡大の分析のうち、後者については、
タタール人の商人としての活動とロシアの
東方拡大の関係を一定程度は明らかにでき
たが、前者については、先行研究の確認の段
階にとどまっているといえる。タタール人の、
イスラーム聖職者（ロシアにおいては、イス
ラームにおいても聖職者が存在すると考え
られていた）としてのロシア政府との結びつ
きの研究と、これら聖職者と商人により、ム
スリム支配機構の成立とロシアの東方拡大
が促進された点の実証は、今後の課題として
残された。 
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